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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 
明治 29 年に博文館より刊行された大町桂月・塩井雨江・武島羽衣による合著『 美 文韻 文 花紅
葉』に端を発し、「美文」は流行したとされている。美辞麗句集の中には渡邉直政編『 美 文資 料 美
辞麗句』再版（大学館、 1901 年）のように、その書名に「美文」を冠し、美文を書くた
めの資料集であると銘打たれているものも多く見られる 。また、美辞麗句集には、梅泉先












を行った。『文芸倶楽部』は明治 28 年 1 月に博文館より創刊された文芸雑誌である。同年
同月に同じく博文館から総合雑誌である『太陽』が創刊されており、『太陽』には、創刊
の時点で「地理」欄が設けられ、紀行文や名所案内がそこに掲載されていた。同時期には、
明治 22 年 2 月に創刊された『風俗画報』（東陽堂）が、明治 30 年 5 月の第 140 号より「地
理門」という項目を新設している。さらに、『淑女』では明治 32 年 5 月に「地理」欄が、




















たる翠色滴らむとし、風致掬すべし。（春山鶴峯「鎮西めぐり」明治 32 年 7 月号）」「翠色
滴らんとせる一大老松あり、『由縁の松』と云ふ、（来往生「由縁の松」 明治 34 年 4 月  
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「秋の旅」明治 32 年 12 月号）」「迸発せる水流は、宛然銀蛇の邁奔するに似て、（木村小































いて『文芸倶楽部』明治 32 年 2 月号・ 3 月号「時報」に評が掲載された。ここでは乙羽
の美文を「実景に遠ざかりて」と評しているものの、「所謂千山万水を紙面に幻出せしめ
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